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  東京都立青山特別支援学校長   

井上 一仁 

 

「児童・生徒の可能性を引き出し、伸ばす学校」を目指して 

校長 井上 一仁 

本校校長として着任しました、井上 一仁（いのうえ かずひと）です。よろしく 

お願い申し上げます。 お子様の御入学、進級、誠におめでとうございます。小学 

部は、17名の新入生を迎え 101名。中学部は、14名の新入生を迎え 49名。 

計 150名、34学級、教職員64名でスタートしました。 

 新年度を迎え、保護者の皆様のお気持ちは、期待よりも不安の方が大きいかもしれません。 

お子様も慣れない環境に戸惑うこともあると思います。ぜひ連携を図り、お子様の成長を温かく見守っていただき

たく存じます。 

 本校の校訓「小さな一歩の継続 ～経験の積み重ねが自信に変わる～」は、開校 9 年目を迎える今年度も、

大切なお子様を預かる教育の礎として本校の教育に根付かせていきたいと思います。 

 「小さな一歩の継続」に類する言葉は、多くの著名人が話しています。例えば、メジャーリーグで活躍したイチロ

ーさんは、「今自分にできること。頑張ればできそうなこと。そういうことを積み重ねていかないと、遠くの大きな目標

は近づいてこない。」 シドニーオリンピック女子マラソン金メダリスト高橋尚子さんは、「長い階段は、一気に上ろう

とすると、途中でへばってしまう。一段ずつ確実に上がっていけば、時間はかかっても、やがてちゃんと頂上まで上が

ることができる。」 小さな継続が、一人一人の子供達がもっている可能性を引き出し、伸ばしていけるものだと感

じています。「地域でたくましく生きるために、児童・生徒の可能性を引き出し、伸ばす学校」 これが今年度の本

校の目指す学校です。保護者の皆様、地域の皆様、今年度も変わらぬ御支援と御協力をお願いいたします。 

いまだコロナの終息が見えず、先行きが不安な中ではありますが、「学びを止めず、何ができるか、どのようにで

きるか」を考えながら、1 日 1 日の学校生活が貴重な経験となり、積み重ねることで、大きな成長が見られるよう、

我々教職員一同、頑張ってまいります。                                     

ははななみみずずきき   


